
本レポートは、大日本印刷（DNP）が2025年10月7日に発表した「DNPノウハウ継承支援サービ
ス」について、提供された記事と公式発表を基に、技術的仕組み、市場競争力、社会的意義、事業の
将来性、そして導入におけるリスクと展望を多角的に分析したものである。日本企業が直面する
「2025年の崖」と呼ばれる深刻なDX課題と技術継承問題を背景に、このサービスがどのような価値
を提供し、どのような課題を抱えているかを詳細に検討する。

DNPとDNPコアライズが共同で提供する「DNPノウハウ継承支援サービス」は、企業内に蓄積され
たベテラン社員の経験や知恵などのノウハウを整理・可視化し、生成AI技術を活用して組織全体で共
有・利用できる環境を構築するサービスである。このサービスの最大の特徴は、単なるAIツールの提
供ではなく、ノウハウの形式知化から生成AIによる活用、そして継続的な運用支援までを一気通貫で
提供する包括的なアプローチにある。

サービスの主要な構成要素は以下の通りである。第一に、DNPが自社内で実践してきたノウハウ継承
の知見を体系化したサービス設計がある。DNPは熟練技術者へのインタビューやワークショップを通
じて、ノウハウをどのように整理・言語化すれば効果的に伝承できるかを検証し、その成果をサービ
スに反映させている。第二に、DNP独自のデータ構造化技術を用いて、属人化された情報や社内に分
散する情報を生成AIが認識しやすいデータ形式に整理する技術基盤がある。第三に、大規模言語モデ
ル（LLM）と検索拡張生成（RAG）技術を活用したチャットボット等による効率的なノウハウ共有の
仕組みがある。第四に、月次レポートによる利用状況分析、FAQデータの最適化、AIのチューニング
など、導入後の継続的な運用支援体制が整備されている。

DNPは2026年度までに累計100件の採用を目指しており、先行事例として一般社団法人日本自動車
工業会（自工会）と日本自動車部品工業会（部工会）への導入で90%の回答精度を実現したとしてい
る。

このサービスが登場した社会的背景には、日本企業が直面する深刻な二つの課題がある。一つ目は、
経済産業省が2018年に「DXレポート」で提唱した「2025年の崖」問題である。これは、多くの日本
企業が抱えるレガシーシステムの老朽化、IT人材の不足、デジタル競争力の低下などの問題が2025

年頃に深刻化し、DXが進まなければ年間最大12兆円の経済損失が発生するという警告である。

DNPノウハウ継承支援サービス：包括的分析レポー
ト
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具体的には、2025年までに21年以上経過した基幹系システムが約6割に達する見込みで、IT人材が約
43万人不足すると予測されている。しかし、八千代エンジニヤリングが2025年に実施した製造業従
事者500名を対象とした調査によると、製造業従事者の60%以上が「2025年の崖」という概念を認
知していないことが明らかになった。さらに、DX推進状況についても、経営層ではわずか24.3%、
現場層では16%しか取り組んでいないという低い割合であり、経営層や現場の意識の差が浮き彫りに
なっている。

二つ目の課題は、熟練技術者の大量退職に伴う技術継承の危機である。日本は2025年に国民の4人に
1人が75歳以上の後期高齢者となる時代を迎えた（2025年問題）。製造業の従業員の平均年齢は43.6

歳と全産業平均より高く、50歳以上の従業員比率は約35%に達している。保全技術の伝承に必要な
期間について、全体の4割が「5年以上必要」と回答しているが、保全従業員の約2割が60歳以上であ
り、熟練者不足の危機が高まっている。中小製造業では、技術・技能の継承が「うまくいっていな
い」と回答した企業が約60%に上る。

熟練者が持つ「暗黙知」と呼ばれる経験や知恵は、マニュアル化が難しく、引退により貴重なノウハ
ウが失われるリスクが高まっている。製造業の61.8％が「指導する人材が不足している」、46.1％が
「人材育成を行う時間がない」と答えており、技術継承や人材育成の難しさが浮き彫りになってい
る。このような状況において、DNPのノウハウ継承支援サービスは、DXと技術継承という二つの課
題を同時に解決しようとする取り組みとして位置づけられる。

DNPノウハウ継承支援サービスの技術的な核心は、DNPが独自開発した「ドキュメント構造化AI」技
術にある。DNPは長年の印刷・出版事業で培ったレイアウト解析・構造化・編集のノウハウをベース
に、企業内の非構造化文書を生成AIが理解・活用しやすい「AIリーダブルなデータ」に変換する技術
を開発した。

具体的なプロセスは以下の通りである。まず、社内に分散するPDFやWordなどの文書ファイルを、
DNPが開発したAIモデルで処理する。この構造化AIは、テキスト・画像・表組等が混在したドキュメ
ントに対し、タイトル、サブタイトル、本文、図版画像とそれに紐づくキャプションなどの各要素に
自動分割する。特に問題になりやすい表組も、「表組構造を認識するAI」により自動で認識される。
このプロセスにより、非構造化データは利活用可能な構造化データ（XML形式のテキストと画像）に
変換される。

DNPの技術論文によると、この構造化技術は「ドキュメントのレイアウト構造を認識するAI」と「表
組構造を認識するAI」という二つのAIモデルから構成されており、関連特許も取得済みである。さら
に、会社ごとの文書の特徴やルール、レイアウト構造の特徴を学習し、それを専用の認識モデルとし
て活用することで、顧客企業の特性に合わせた構造化を実現している。

重要な点は、DNPがAIだけではなく「AI＋人手のハイブリッド体制」を採用していることである。元
データに起因する不具合調整（データクレンジング）、プロセス図・フローチャート、結合された表
の調整など、現状AIだけでは正しい構造化が困難なケースも、構造化の知見を持つ人員による最終的
なチェックにより、高品質なデータを実現している。これは、完全自動化を謳う他社サービスとの大
きな差別化要因となっている。
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構造化されたデータは、RAG（Retrieval-Augmented Generation：検索拡張生成）技術を通じて生
成AIに活用される。RAGは、生成AIが回答を生成する際に、外部のデータベースから関連情報を検索
し、それに基づいて回答を生成する技術である。

従来のLLM（大規模言語モデル）は、学習済みデータのみに依存していたため、最新情報の反映、企
業固有データの活用、回答の根拠の明確化が困難であった。しかし、RAGを活用することで、これら
の課題を解決できる。RAGは外部データベースから関連情報を取得（Retrieval）し、それに基づいて
回答を生成（Generation）するため、LLMが常に最新の情報を参照でき、企業独自のノウハウに基づ
いた正確な回答を提供できる。

重要なメリットは、ハルシネーション（AIが事実でない情報を生成する現象）のリスクを大幅に軽減
できることである。従来LLMでは30-40%のハルシネーションリスクがあったが、RAGでは5-10%に
大幅に軽減されると報告されている。さらに、RAGは参照したドキュメントや文章をソースとして提
示できるため、ユーザーは回答の根拠を容易に検証できる。

DNPのサービスでは、構造化されたXMLデータがベクトル化され、ベクトルデータベース（ベクト
ルDB）に保存される。ユーザーが質問すると、その質問もベクトル化され、ベクトルDBで「意味的
に近い」情報を瞬時に検索する。検索で得られた事実をプロンプト（指示文）に追記した上で、LLM
が自然な文章にして回答する。この「知識と推論の分離」により、AIを毎回ファインチューニングし
なくても、独自ノウハウと最新情報で現場に寄り添う運用が実現する。

RAGシステムの性能は、ベクトル化の精度とベクトル検索の精度に大きく依存する。DNPの構造化技
術により、文書がタイトル、本文、画像、表、キャプションなどの要素ごとに分割されることで、ベ
クトル化の単位（チャンク）が意味的にまとまった形になる。これにより、検索精度が向上し、より
関連性の高い情報を取得できる可能性が高まる。

しかし、RAGシステムには技術的な課題も存在する。第一に、検索精度の問題がある。ベクトル検索
は意味的な類似性に基づくため、キーワードベースの検索とは異なる結果を返す場合がある。第二
に、チャンクサイズの最適化の問題がある。チャンクが小さすぎると文脈が失われ、大きすぎると検
索精度が低下する。第三に、複雑な質問への対応の問題がある。単純な情報検索には有効だが、複数
の情報を統合して推論する必要がある質問には限界がある。

これらの課題に対して、2025年現在、Agentic RAG（エージェント型RAG）という新しいアプロー
チが注目されている。Agentic RAGでは、AIが単に情報を検索して回答するだけでなく、必要な情報
を自律的に特定し、複数のデータソースから情報を収集し、それらを統合して最適な解決策を提案す
る。DNPのサービスが将来的にこのようなアプローチを採用するかどうかは明らかではないが、技術
の進化に合わせたアップデートが期待される。

RAG（検索拡張生成）技術の活用
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先行事例：90%回答精度の検証



DNPは、サービスの正式提供に先立ち、一般社団法人日本自動車工業会（自工会）と一般社団法人日
本自動車部品工業会（部工会）に対して、サービスの一部である生成AI活用支援を提供した。この導
入事例は、「自動車産業サイバーセキュリティガイドライン」に関する、自動車メーカーやサプライ
チェーンを構成する各社など、自動車産業に関わる企業からの多様な問い合わせに対応するために実
施された。

両会では、このシステムを活用することで、90％の回答精度を実現したと発表されている。これは、
生成AIがユーザーからの質問に対して、10回のうち9回は正確な回答を提供できたことを意味する。
しかし、この「90%の回答精度」という数値については、いくつかの疑問点が残る。

第一に、「回答精度」の定義が明確ではない。一般的に、AIシステムの精度には複数の指標がある。
完全一致精度（回答が正解と完全に一致する割合）、部分一致精度（回答の一部が正解と一致する割
合）、意味的正確性（回答の意味が正解と一致する割合）、ユーザー満足度（ユーザーが回答を有用
と評価した割合）などである。DNPの発表では、どの指標を用いて90%という数値を算出したのか
が明示されていない。

第二に、検証方法の詳細が不明である。精度検証には、テストセット（評価用の質問と正解のペア）
の作成、人間による評価、複数の評価者による一致度の確認などが必要である。しかし、公開情報か
らは、何問の質問を用いて評価したのか、評価者は誰だったのか、評価基準はどのようなものだった
のかが不明である。

第三に、対象となった質問の種類や難易度が不明である。「自動車産業サイバーセキュリティガイド
ライン」に関する質問といっても、単純な事実確認から複雑な解釈を要する質問まで幅広く存在す
る。質問の難易度分布や種類（事実確認型、解釈型、推論型など）によって、精度は大きく変動する
可能性がある。

RAGシステムの一般的な性能と比較すると、90%という数値は比較的高い水準にある。文献によれ
ば、RAGを活用した生成AIは従来のLLMと比較してハルシネーションのリスクを30-40%から5-10%

に軽減できるとされている。単純計算では、90-95%の正確性が期待できることになり、DNPの発表
値と概ね一致する。

しかし、重要な点は、この精度が「自動車産業サイバーセキュリティガイドライン」という特定のド
メインに限定されたものであることである。このガイドラインは、明確に定義された文書であり、曖
昧さが少ないため、RAGシステムにとって比較的扱いやすい対象である可能性が高い。他のドメイ
ン、特に暗黙知が多く含まれる製造現場のノウハウや、解釈の余地が大きい経営判断などに適用した
場合、同様の精度を維持できるかは不明である。

さらに、90%の精度は裏を返せば10%の誤答率を意味する。重要な意思決定や安全に関わる判断に
おいては、10%の誤答率は許容できない可能性がある。したがって、このシステムは人間の判断を完
全に代替するものではなく、人間の意思決定を支援するツールとして位置づけるべきである。
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DNPのサービスが最も効果を発揮すると考えられるのは、製造業における技術継承の分野である。前
述の通り、製造業では熟練技術者の大量退職に伴う技術継承の危機が深刻化している。具体的なユー
スケースとしては、以下が考えられる。

第一に、生産技術・基準書のナレッジデータベース構築である。製造現場には、設備の操作手順、ト
ラブルシューティングのノウハウ、品質管理の基準など、膨大な文書が存在する。これらを構造化し
てRAGシステムに取り込むことで、現場作業者が必要な情報を即座に検索できるようになる。

第二に、設備メンテナンスのナレッジデータベース構築である。設備の故障履歴、修理方法、予防保
全のノウハウなどを蓄積し、新人作業者でもベテランと同様の対応ができるようにする。

第三に、品質マネジメント（QMS）の強化である。品質問題の原因分析、再発防止策の検索、過去
の類似事例の参照などを支援し、品質向上と問題解決の迅速化を実現する。

第四に、匠の技のデジタル化である。三菱総合研究所の「匠AI」のように、ベテランの「暗黙知」を
AIで形式知化し、次世代に継承する取り組みが進んでいる。DNPのサービスも、ベテランへのインタ
ビューやワークショップを通じてノウハウを整理する機能を持っており、この分野での活用が期待さ
れる。

金融機関は、膨大な業務マニュアル、規程、ガイドラインを保有しており、これらを効率的に活用す
ることが業務効率化の鍵となる。具体的なユースケースとしては、以下が考えられる。

第一に、コンプライアンス関連の問い合わせ対応である。金融機関では、法令遵守に関する問い合わ
せが日常的に発生する。関連する規程やガイドラインをRAGシステムに取り込むことで、担当者が迅
速かつ正確に回答できるようになる。

第二に、新商品・新サービスの企画支援である。過去の商品開発の経緯、市場調査の結果、顧客フィ
ードバックなどを検索し、新しい企画のアイデア創出を支援する。

第三に、顧客対応の品質向上である。顧客からの問い合わせに対する回答例、過去のクレーム対応事
例などを検索し、適切な対応を支援する。

企業内では、人事、総務、IT部門などに対する問い合わせが日常的に発生する。これらをAIチャット
ボットで自動化することで、問い合わせ対応の負担を軽減できる。具体的なユースケースとしては、
以下が考えられる。

第一に、人事関連の問い合わせ対応である。就業規則、福利厚生、給与計算などに関する問い合わせ
に自動で回答する。

第二に、IT関連の問い合わせ対応である。システムの使い方、トラブルシューティング、セキュリテ
ィポリシーなどに関する問い合わせに自動で回答する。

想定ユースケースと市場機会
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第三に、総務関連の問い合わせ対応である。オフィス利用のルール、設備予約の方法、社内手続きな
どに関する問い合わせに自動で回答する。

その他、以下のようなユースケースも考えられる。契約書の検索システム（過去の契約書から類似の
条項を検索し、契約書作成を支援）、報告書の内容を元にしたナレッジ検索システム（過去のプロジ
ェクト報告書から教訓を抽出し、新しいプロジェクトに活用）、マニュアル記載内容の情報検索シス
テム（製品マニュアルから必要な情報を迅速に検索）などである。

生成AIを活用したナレッジマネジメントやノウハウ継承のサービスは、2025年現在、多くの企業が
提供している。主要な競合サービスとしては、以下が挙げられる。

**GIDR.ai（CBA Japan）**は、米国GIDR社と共同開発した企業向けAIプラットフォームで、主要な
LLMに加えローカルLLMを切り替えながら運用できる点が特徴である。一つの企業の中で部署ごとに
異なったAIサービス・システム・アプリを構築でき、RAG搭載と運用サポートが含まれる。機密情報
へのマスキング機能もあり、セキュリティ面での配慮がなされている。

カサナレ株式会社は、生成AI分野に特化したスタートアップ企業で、LLM Ops（LLMオペレーショ
ン）やRAG領域に強みを持つ。プロフェッショナルSaaS「Kasanare」を提供し、導入から運用まで
をワンストップでサポートする。最先端のGenerative AI 2.0技術を活用している点が特徴である。

株式会社NOVELは、生成AIに特化したコンサルティングおよび導入支援サービスを提供している。
社内ChatGPTやナレッジ検索システムの構築に強みを持ち、独自のパッケージによるカスタマイズさ
れたシステム提供が可能である。70万回を超える利用実績を持つAIライティングツール
「SAKUBUN」の開発・運営も行っている。

株式会社リブ・コンサルティングは、DXを活用した幅広い分野のコンサルティング・導入支援を行
う企業である。生成AIのコンサルティングサービスにおいては、ビジネス部門（現場中心の活用）と
DX部門（DX主導で現場に落とし込んでいく手法）、どちらからでもアプローチできる柔軟性が特徴
である。

株式会社三菱総合研究所は、製造業における技術継承に特化した「匠AI」を提供している。ベテラン
の暗黙知をAIで形式知化し、SECIモデル（共同化→表出化→連結化→内面化）を活用した技術継承プ
ロセスを支援する。製造業における豊富な実績がある。

株式会社ヘッドウォータースは、AIソリューション、プロダクト開発、DXサービスなど、4つの主要
サービス領域で事業を展開している。製造・商社から金融・保険まで幅広い業界での取引実績があ
る。
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これらの競合サービスと比較した場合、DNPのサービスには以下の差別化要因がある。

第一に、独自のドキュメント構造化AI技術である。DNPは長年の印刷・出版事業で培った文書処理の
ノウハウを持ち、PDFやWordなどの非構造化文書を高精度で構造化できる技術を独自開発してい
る。これは、単にRAGシステムを構築するだけでなく、その前段階のデータ準備において大きなアド
バンテージとなる。競合サービスの多くは、既存のLLMやRAGフレームワークを活用しているが、デ
ータの構造化については顧客企業に依存している場合が多い。

第二に、AI+人手のハイブリッド体制である。DNPは、AIによる自動処理だけでなく、構造化の知見
を持つ人員による最終チェックを行うことで、高品質なデータを保証している。完全自動化を謳うサ
ービスも多い中、品質保証のための人的介入を明示的に組み込んでいる点は、信頼性重視の顧客にと
って魅力的である。

第三に、自社実践知に基づくサービス設計である。DNPは自社内でノウハウ継承の実践を行い、その
知見をサービスに反映させている。単なる技術提供ではなく、実際にノウハウ継承に成功した経験に
基づくベストプラクティスを提供できる点は、他社との差別化要因となる。

第四に、継続的な運用支援体制である。DNPは、月次レポートによる利用状況分析、FAQデータの最
適化、AIのチューニングなど、導入後の継続的なサポートを提供している。多くの競合サービスは、
システム導入までで契約が終了するケースが多いが、DNPは運用フェーズまで伴走する姿勢を明確に
している。

第五に、BPO（Business Process Outsourcing）体制の活用である。DNPは、グループ会社によ
り大量文書のアウトソーシングにも対応でき、高いセキュリティレベルで要望に応じたBPO体制を構
築できる。これにより、顧客企業が自社で処理できない大規模なドキュメント処理にも対応可能であ
る。

一方で、競合サービスと比較した場合の課題もある。

第一に、価格の不透明性である。DNPのサービスは「要問合せ」としており、具体的な価格情報が公
開されていない。競合サービスも同様に価格を公開していないケースが多いが、一部のSaaS型サー
ビスは月額料金を明示している。価格の不透明性は、導入検討の初期段階でのハードルとなる可能性
がある。

第二に、技術的な柔軟性である。GIDR.aiのように、複数のLLM（OpenAI、Google、ローカルLLM
など）を切り替えながら運用できるサービスもある。DNPのサービスがどのLLMを使用しているの
か、顧客が選択できるのかは不明である。特に、データセキュリティを重視する顧客にとっては、オ
ンプレミスやローカルLLMの選択肢があるかどうかが重要な判断基準となる。

第三に、スタートアップとの競争である。カサナレやNOVELのような生成AI特化のスタートアップ
は、最新技術への対応スピードが速く、柔軟なカスタマイズが可能である。DNPのような大企業は、
意思決定のスピードや柔軟性において不利になる可能性がある。

第四に、コンサルティング企業との競争である。リブ・コンサルティングのようなコンサルティング
企業は、経営戦略レベルからDXを支援できる点で強みを持つ。DNPは技術提供に強みがあるが、経
営レベルのコンサルティングにおいては、専門コンサルティング企業に劣る可能性がある。

DNPサービスの差別化要因
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日本のDX市場は、政府の「デジタル社会の実現に向けた重点計画」や経済産業省の「DXレポート」
などの政策的後押しを受け、急速に拡大している。しかし、前述の通り、実際のDX推進は遅れてお
り、特に経営層の意識の低さが課題となっている。

生成AIの導入費用は、導入規模や目的に応じて100万円～3,000万円以上と大きく変動する。具体的
には、構想・要件定義で40～200万円、PoC（概念実証）で100～数百万円、本開発・実装で月額80

～250万円×人月、運用・保守で月額60～200万円×人月が相場である。既存のSaaS型生成AIツール
（ChatGPT等）を活用する場合は、月額数千円/人～という比較的安価な導入も可能である。

AIチャットボット開発の場合、300～1,000万円が目安となる。DNPのサービスは、構造化からRAG
構築、運用支援までを含む包括的なサービスであるため、おそらく数百万円～1,000万円以上の価格
帯になると推測される。2026年度までに累計100件の採用を目指すとしていることから、年間約50

件、契約単価を500万円と仮定すると、年間売上は約2.5億円程度となる。これは、DNPの全体売上
（2023年度：1兆3,000億円超）から見ればごく小さな規模であり、現時点では実証段階のビジネス
と考えられる。

DNPのサービスが狙う市場機会は大きい。第一に、技術継承市場である。前述の通り、製造業では技
術継承が喫緊の課題となっており、60%以上の企業がうまくいっていないと回答している。市場調査
によると、自律型AIエージェント市場は2024年の約6.8億ドル（約1,100億円）から2034年には約
280億ドル（約4兆5,000億円）まで拡大すると予測されており、年平均成長率30.3%という驚異的
な成長が見込まれている。DNPがこの市場の一部を獲得できれば、大きな成長機会となる。

第二に、ナレッジマネジメント市場である。企業の知識資産を効率的に管理・活用する需要は高まっ
ており、特にリモートワークの普及により、デジタルでの知識共有の重要性が増している。RAGソリ
ューション市場も急成長しており、2025年時点で国内外で多数のソリューションが提供されてい
る。

第三に、中小企業市場である。DNPのサービスは、特に中小企業にとって価値が高い可能性がある。
中小企業では、IT人材が不足しており、独自にRAGシステムを構築することは困難である。DNPのよ
うな大企業が、包括的なサービスを提供することで、中小企業でも大企業並みの情報活用能力を持て
るようになる。

第四に、公共部門市場である。自工会/部工会の事例が示すように、業界団体や公的機関にもニーズ
がある。特に、法令やガイドラインの問い合わせ対応など、正確性が求められる分野では、RAGシス
テムの活用が有効である。

DX市場における位置づけと将来性

日本のDX市場の現状
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DNPのサービスが将来的に成長するためには、以下の戦略が考えられる。

第一に、業界特化型ソリューションの開発である。現在は汎用的なサービスとして提供されている
が、製造業、金融業、医療業など、特定の業界に特化したパッケージを開発することで、導入の容易
性と効果を高めることができる。三菱総合研究所の「匠AI」が製造業に特化して成功しているよう
に、DNPも業界特化戦略を検討すべきである。

第二に、SaaS型サービスの提供である。現在のサービスは、個別にカスタマイズするオーダーメイ
ド型と思われるが、中小企業向けには、SaaS型の標準サービスを提供することで、導入コストを下
げ、市場を拡大できる可能性がある。

第三に、パートナーエコシステムの構築である。AI技術は急速に進化しており、DNP単独ですべての
技術をカバーすることは困難である。OpenAI、Google、Microsoftなどの大手AI企業や、カサナレ、
NOVELなどのスタートアップとパートナーシップを組むことで、最新技術へのアクセスと開発スピ
ードを向上できる。

第四に、グローバル展開である。技術継承の問題は日本だけでなく、先進国全体で共通の課題であ
る。DNPの構造化AI技術は、日本語だけでなく多言語に対応できる可能性があり、グローバル市場へ
の展開も視野に入れるべきである。

第五に、AI人材の育成と確保である。生成AI分野は人材不足が深刻であり、優秀なAIエンジニアやデ
ータサイエンティストの確保が成功の鍵となる。DNPは、大企業としての資金力を活かし、積極的に
人材投資を行うべきである。

生成AIの導入において最も懸念されるリスクの一つが、情報セキュリティである。具体的には、以下
のリスクがある。

第一に、機密情報の漏洩リスクである。社員が社内の機密情報をプロンプトとして入力してしまう
と、その情報がAIモデルに学習され、他のユーザーにも間接的に漏れる危険性がある。特に、外部の
クラウド型LLM（OpenAI、Google等）を使用している場合、データがクラウド環境を経由するた
め、リスクが高まる。

DNPのサービスがどのようなセキュリティ対策を講じているかは公開情報からは不明だが、一般的な
対策としては、データフィルタリング（機密情報をリアルタイムでモニタリングしマスキング）、オ
プトアウト申請（プロンプトに含まれる情報が学習されないようにする）、データ暗号化などがあ
る。DNPは「当社基準の安心・安全のセキュリティ」を強調しているが、具体的な技術的詳細を明示
することで、顧客の信頼を高めることができる。

第二に、不正アクセスやサイバー攻撃のリスクである。生成AIシステムは、外部からの攻撃対象とな
る可能性がある。プロンプトインジェクション（悪意のあるプロンプトを入力してシステムを操
作）、データポイズニング（学習データに悪意のあるデータを混入させる）などの攻撃手法が知られ
ている。これらに対しては、アクセス管理・権限設定、入力内容の制御、定期的なセキュリティ診断
などの対策が必要である。

事業の将来性と成長戦略
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第三に、シャドーAI問題である。企業の管理外で従業員が個人的に生成AIツールを使用することによ
るリスクが拡大している。DNPのサービスを導入しても、社員が個人的にChatGPT等を使用して機
密情報を入力してしまえば、セキュリティリスクは解消されない。企業全体での生成AI利用ポリシー
の策定と周知が不可欠である。

ハルシネーションは、生成AIが事実とは異なる情報を生成してしまう現象であり、AIの信頼性を大き
く損なうリスクとなる。DNPのサービスは、RAGを活用することでハルシネーションを軽減している
とされるが、完全に防ぐことはできない。

ハルシネーションが発生する主な原因は、学習データの欠陥や偏り、AIの推論能力の限界、プロンプ
トの曖昧さなどである。RAGを活用しても、検索したデータ自体に誤りがあれば、誤った回答を生成
する可能性がある。また、複数の情報源から矛盾する情報を取得した場合、どの情報を優先すべきか
の判断が困難である。

対策としては、以下が考えられる。第一に、プロンプトの指示内容を明確にすることである。主語・
年代・対象を具体的に示す、事実かどうかわからないことを前提にしない、回答が存在しない場合の
対応を指定するなどの工夫が必要である。

第二に、必ずファクトチェックを行うことである。AIの出力を鵜呑みにせず、人間が最終的に確認す
る体制を整えることが重要である。特に、重要な意思決定や顧客対応に使用する場合は、複数人によ
るチェック体制が望ましい。

第三に、データの質向上と定期的な更新である。RAGで使用する外部データベースの品質を継続的に
向上させ、定期的に更新することで、ハルシネーションのリスクを低減できる。DNPのサービスで
は、月次レポートによる利用状況分析やFAQデータの最適化を行っているとされており、この継続的
な改善プロセスが重要である。

第四に、ガイドラインやマニュアルの作成である。企業全体で生成AIの使用方法、注意点、ハルシネ
ーションへの対処法などを明確にしたガイドラインを作成し、社員教育を徹底することが重要であ
る。

生成AIの導入には、初期開発費用だけでなく、継続的な運用コストが発生する。前述の通り、導入費
用は数百万円～3,000万円以上と高額であり、中小企業にとっては大きな負担となる。

さらに、運用フェーズでは、月額60～200万円×人月の費用が継続的に発生する可能性がある。これ
には、システムの保守、データの更新、AIのチューニング、セキュリティ対策、ユーザーサポートな
どが含まれる。DNPのサービスでは、これらの運用支援が含まれているとされるが、具体的なコスト
構造が不明なため、導入企業は予算計画を立てにくい可能性がある。

対策としては、第一に、ROI（投資対効果）の明確化である。導入によってどれだけのコスト削減や
業務効率化が実現できるかを定量的に示すことで、経営層の理解と承認を得やすくなる。例えば、問
い合わせ対応の自動化により、人件費を年間500万円削減できる、技術継承により新人の教育期間を
半減できるなど、具体的な効果を示すべきである。
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第二に、**段階的導入（スモールスタート）**である。いきなり全社展開するのではなく、特定の部
署や業務から小規模に始め、効果を確認してから拡大することで、リスクとコストを抑えることがで
きる。

第三に、補助金・助成金の活用である。日本政府は、DX推進のための各種補助金・助成金を提供し
ている。IT導入補助金、ものづくり補助金、事業再構築補助金などを活用することで、導入コストを
軽減できる可能性がある。

生成AIの導入は、技術的な問題だけでなく、組織や文化の変革を伴う。主な課題は以下の通りであ
る。

第一に、経営層の理解と支援の不足である。前述の通り、経営層でDXに取り組んでいるのはわずか
24.3%であり、経営層の意識の低さが大きな障害となっている。生成AIの導入には、経営層の強力な
コミットメントとリーダーシップが不可欠である。

第二に、現場の抵抗である。ベテラン技術者の中には、自分のノウハウが形式知化されることに抵抗
を感じる者もいる。また、AIに仕事を奪われるという不安から、導入に非協力的になる可能性もあ
る。現場の巻き込みと、DXが彼らの業務を楽にし、技術が未来へ繋がることを具体的に示すことが
重要である。

第三に、IT人材の不足である。生成AIシステムを運用・管理するためには、一定のITリテラシーが必
要である。しかし、多くの企業、特に中小企業ではIT人材が不足している。外部パートナー（DNPの
ような専門企業）のサポートを積極的に活用することが解決策の一つである。

第四に、データ駆動型への組織文化変革である。ノウハウ継承のDXは、単なるツールの導入ではな
く、データに基づいて意思決定を行い、継続的に学び、改善サイクルを回す組織文化への変革を意味
する。これは、一朝一夕には実現できず、長期的な取り組みが必要である。

DNPノウハウ継承支援サービスの主な強みは以下の通りである。

第一に、独自のドキュメント構造化AI技術である。長年の印刷・出版事業で培った文書処理のノウハ
ウに基づき、高精度な構造化を実現している。これは、競合他社にはない独自の技術的優位性であ
る。

第二に、自社実践知に基づく信頼性である。DNP自身がノウハウ継承に取り組み、その知見をサービ
スに反映させている。単なる技術提供ではなく、実践に基づくベストプラクティスを提供できる点
は、顧客の信頼を得やすい。

第三に、AI+人手のハイブリッド体制による品質保証である。完全自動化ではなく、人的チェックを
組み込むことで、高品質なデータを保証している。信頼性を重視する企業にとって魅力的である。

第四に、継続的な運用支援体制である。導入後の月次レポート、FAQデータの最適化、AIのチューニ
ングなど、長期的な伴走支援を提供している。
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総合評価とSWOT分析

強み（Strengths）
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第五に、先行事例による実証済みの効果である。自工会/部工会での90%回答精度という具体的な成
果を示している。

第六に、大企業としての信頼性とリソースである。DNPは東証プライム上場の大企業であり、長期的
な事業継続性、セキュリティ体制、BPO体制などの面で優位性がある。

一方で、以下の弱みも存在する。

第一に、価格の不透明性である。具体的な価格情報が公開されておらず、導入検討の初期段階でのハ
ードルとなる可能性がある。

第二に、技術的柔軟性の不明確さである。使用しているLLM、カスタマイズの範囲、オンプレミス対
応の可否などが不明である。

第三に、90%回答精度の検証方法の不透明性である。精度の定義、検証方法、対象質問の詳細が不明
であり、他のドメインでも同様の精度が得られるか不明である。

第四に、大企業特有の意思決定の遅さである。スタートアップと比較して、最新技術への対応や柔軟
なカスタマイズにおいてスピードで劣る可能性がある。

第五に、経営レベルのコンサルティング能力の不足である。技術提供には強いが、経営戦略レベルの
DX支援においては、専門コンサルティング企業に劣る可能性がある。

DNPのサービスが活用できる市場機会は以下の通りである。

第一に、急成長する生成AI市場である。自律型AIエージェント市場は年平均成長率30.3%で成長する
と予測されており、大きな成長機会がある。

第二に、深刻化する技術継承問題である。製造業の60%以上が技術継承に課題を抱えており、ソリュ
ーションへの需要は高い。

第三に、「2025年の崖」への対応圧力である。経済産業省の警告により、企業はDXへの取り組みを
加速させざるを得ない状況にある。

第四に、中小企業市場の開拓である。中小企業では、IT人材不足によりRAGシステムを独自構築でき
ないため、包括的なサービスへの需要が高い。

第五に、公共部門市場の拡大である。自工会/部工会の成功事例により、他の業界団体や公的機関へ
の展開が期待できる。

第六に、グローバル展開の可能性である。技術継承問題は先進国共通の課題であり、DNPの技術を海
外展開できる可能性がある。

第七に、AI技術の継続的進化である。Agentic RAGなど新技術の登場により、サービスの機能と精度
を継続的に向上できる可能性がある。
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一方で、以下の脅威も存在する。

第一に、激化する競争である。生成AI分野には、大手IT企業、スタートアップ、コンサルティング企
業など多数のプレイヤーが参入しており、競争が激化している。

第二に、技術の急速な陳腐化である。AI技術は急速に進化しており、現在の技術が数年後には時代遅
れになる可能性がある。継続的な研究開発投資が必要である。

第三に、大手IT企業の参入である。OpenAI（Microsoft）、Google、Amazonなどの大手が、企業向
けRAGソリューションを提供し始めれば、DNPの競争力は低下する可能性がある。

第四に、経済環境の悪化である。景気後退により、企業のDX投資が抑制される可能性がある。特
に、高額なカスタム開発型のサービスは影響を受けやすい。

第五に、セキュリティインシデントである。万が一、DNPのサービスを通じて情報漏洩などのセキュ
リティインシデントが発生すれば、事業に大きな打撃となる。

第六に、規制強化である。生成AIに対する規制が強化される可能性があり、コンプライアンスコスト
が増加する可能性がある。

第七に、ハルシネーションによる訴訟リスクである。AIが誤った情報を提供し、それに基づいて企業
が誤った判断をした場合、訴訟に発展する可能性がある。

DNPノウハウ継承支援サービスは、日本企業が直面する「2025年の崖」と技術継承危機という二つ
の深刻な課題に対する、時宜を得た包括的なソリューションである。DNP独自のドキュメント構造化
AI技術、自社実践知に基づくサービス設計、AI+人手のハイブリッド体制、継続的な運用支援など、
多くの強みを持つ。自工会/部工会での90%回答精度という実績は、サービスの有効性を示す重要な
証拠である。

一方で、価格の不透明性、技術的柔軟性の不明確さ、回答精度検証方法の詳細不足など、いくつかの
課題も存在する。また、激化する競争、技術の急速な陳腐化、セキュリティリスク、ハルシネーショ
ン問題など、多くの脅威にも直面している。

生成AI市場の急成長、深刻化する技術継承問題、「2025年の崖」への対応圧力など、大きな市場機
会があることは確かである。DNPがこれらの機会を活かし、脅威に適切に対処できれば、このサービ
スは大きく成長する可能性がある。しかし、成功のためには、価格戦略の見直し、技術的透明性の向
上、セキュリティ対策の強化、継続的な技術革新など、多くの課題に取り組む必要がある。

脅威（Threats）
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結論と提言

総合評価
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DNPノウハウ継承支援サービスの導入を検討している企業に対しては、以下を提言する。

第一に、明確な導入目的とKPIの設定である。単に「ノウハウを継承したい」という漠然とした目的
ではなく、「新人の教育期間を半減する」「問い合わせ対応時間を30%削減する」など、具体的で測
定可能な目標を設定すべきである。

第二に、PoC（概念実証）の実施である。いきなり全社展開するのではなく、まず小規模なPoCを実
施し、自社の環境で本当に効果があるかを検証すべきである。特に、90%回答精度が自社のドメイン
でも達成できるかを確認することが重要である。

第三に、セキュリティとガバナンスの整備である。生成AI利用ポリシーの策定、アクセス管理、デー
タフィルタリング、定期的なセキュリティ診断など、包括的なセキュリティ対策を導入前に整備すべ
きである。

第四に、組織・文化面の準備である。経営層のコミットメント、現場の巻き込み、IT人材の確保、社
員教育など、技術導入だけでなく組織変革にも取り組むべきである。

第五に、長期的視点でのROI評価である。初期投資は高額だが、長期的には大きなコスト削減や業務
効率化が実現できる可能性がある。短期的な費用対効果だけでなく、5年、10年の視点で評価すべき
である。

DNPに対しては、サービスの成功のために以下を提言する。

第一に、価格戦略の透明化である。少なくとも価格帯の目安や、標準的なパッケージの参考価格を公
開することで、導入検討の初期段階でのハードルを下げるべきである。

第二に、技術的透明性の向上である。使用しているLLM、データ処理の詳細、セキュリティ対策の具
体的内容などを明示することで、顧客の信頼を高めるべきである。

第三に、90%回答精度の詳細情報の公開である。検証方法、対象質問の種類、評価基準などを詳細に
公開することで、科学的信頼性を高めるべきである。さらに、他のドメインでの検証結果も蓄積し、
公開していくことが望ましい。

第四に、SaaS型サービスの開発である。中小企業向けに、低価格で導入しやすいSaaS型の標準サー
ビスを提供することで、市場を拡大できる可能性がある。

第五に、業界特化型ソリューションの開発である。製造業、金融業、医療業など、特定の業界に特化
したパッケージを開発することで、導入の容易性と効果を高めることができる。

第六に、パートナーエコシステムの構築である。最新のAI技術企業、コンサルティング企業、業界団
体などとパートナーシップを組むことで、技術力とサービス範囲を拡大すべきである。

第七に、継続的な技術革新である。Agentic RAG、マルチモーダルAI、ナレッジグラフなど、新しい
技術を積極的に取り入れ、サービスの機能と精度を継続的に向上させるべきである。

第八に、グローバル展開の検討である。日本市場での成功実績を基盤に、先進国市場への展開を検討
すべきである。特に、少子高齢化が進む欧米諸国では、技術継承問題が共通の課題となっている。

導入企業への提言
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[30] [28] [29]
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DNPへの提言
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DNPノウハウ継承支援サービスは、日本企業のDX推進と技術継承という重要な社会課題に取り組む
意義深い事業である。適切な戦略と継続的な改善により、このサービスが多くの企業の持続的成長に
貢献することを期待する。
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